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対応状況の報告書、立入検査を行うことになっ

ております。また、もしそれでも改善されなか

った場合には、サービス対価の減額ですとか支

払いの停止、維持企業及び運営企業の変更また

は事業契約の解除というふうなことができるよ

うになっております。これら厳しい取り決めの

中で事業を行っているというふうなことです。 

 特に事業者等の責めに帰すべき事由によって

食中毒等が発生した場合には、維持管理業務ま

たは運営業務の遂行ができない期間を生じた場

合については、これは市はその事業者に対して

損害賠償請求を行うことができるというふうな

ことで、それぞれほかの市の事案なども出てい

るようです。 

○梅津善之委員長 ４番、鈴木 裕委員。 

○４番 鈴木 裕委員 大変ご丁寧にありがとう

ございました。ほぼ契約上はきちんとなされて

いるから心配ないようなご答弁をいただきまし

た。それと同時に、モニタリングということで、

建設中もそうですが、運営しているときも常に

モニタリングして、不具合はないか、運営まず

くないかということに気を配られているという

ことがよくわかったところでございます。 

 最後の質問ですが、給食をつくる側の責任と

か、その問題は置いといて、例えば今回のコロ

ナウイルスで給食が提供できないという事実に

鑑みますと、要はそこで働いているパートの社

員の方が働く機会が失われるのでないかという

ふうな問題があるわけです。長井市と共同事業

体との間については年間幾らでという契約をし

てますから、企業体のほうは何ら金銭的に被害

をこうむるわけではないとは思うんですけれど

も、そこで働く従業員の方が給食をつくる必要

がなくなったがゆえに働く機会が失われるとい

うふうなことも今回現実として出てきてますの

で、そういう意味合いも込めてちょっと最後は

質問させていただいたところでございます。 

 私の質問は、ＰＦＩ、共同調理場の運営につ

いて、令和２年度の建設もそうでありますが、

３年度からスムーズにスタートからうまくいく

ことを願っての質問でありました。以上で終わ

ります。 
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○梅津善之委員長 次に、順位３番、議席番号10

番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 それでは、通告に従

いまして質問させていただきます。若干会場暖

かいので、皆さん目をぱっちりあいていただき

たいと思います。 

 私が質問させていただくのは、ミニデイサー

ビスのほかに２項目ありますので、よろしくお

願いいたします。 

 ミニデイサービス事業が始まってから約26年

になります。私の両親も設立に向けて敬老会の

皆さんと話し合っていたような記憶があります

が、私たちの地区には設立しませんでした。当

時は20年、30年先を見据えたすばらしい事業を

始めたのだと私は思いました。しかし、26年と

いう月日を支えてきた皆さんが今は支えていた

だく年齢になってきたということが現状であり

まして、この事業を今までどおりでいいのか、

改善していくべきなのか、いろいろなことを考

えていく時期なのではないかと思って、質問さ

せていただきたいと思います。 

 年１回開催の西根地区の文化祭にお邪魔した

ときにいつも気づくことは、展示の中に必ずミ

ニデイサービスに参加しておられる方々のすば

らしい作品や写真の様子を目にいたします。皆

さんの顔はとっても生き生きとしておられ、楽

しい雰囲気が伝わってきます。昔のようにお茶

飲みを余り近所でしなくなってからは、特にミ

ニデイサービスの役割は大きなものと考えられ
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ます。 

 初めに、今現在、ミニデイサービスは市内で

32カ所で行っているとお聞きしていますが、今

の現状を健康課長にお聞きしたいと思います。 

○梅津善之委員長 小林克人健康課長。 

○小林克人健康課長 ミニデイサービス事業でご

ざいますが、老人保健福祉計画に基づきまして、

高齢者の生きがいと健康づくり推進事業として、

住みなれた地域の中で交流の場を設け、閉じこ

もりの予防と健康の維持を図り、あわせてこれ

にかかわる協力員などの組織化による地域ボラ

ンティア活動の推進を図ることを目的として、

平成６年度から実施しておるものでございます。

当初は２カ所からのスタートでございましたが、

平成30年度は32団体、1,444人の会員登録がご

ざいまして、延べ４万5,766人の参加でござい

ました。地域内で自発的に行われる事業でござ

いまして、基本的に毎週１回、曜日を決めて活

動をしていただいております。 

 会場でございますが、地域の自治公民館等で

ございます。おおむね10時から午後２時ごろま

での４時間ほどの活動でございまして、健康相

談、さまざまな講師を招いての講話、ウオーキ

ングや健康体操、茶話会など、多彩な催しを実

施していただいておるところでございます。ま

た、年に数回、研修旅行などを実施している団

体もございます。 

 新年度につきましても継続してミニデイサー

ビス事業を推進し、運動、栄養、口の健康管理、

認知症予防等の健康教育を実施し、いつまでも

健やかな生活を送るための取り組みを推進して

まいります。 

 鈴木委員おっしゃるとおり、事業開始から26

年を迎えまして、今後、高齢化が加速する中、

自主的に運営するミニデイサービスのようなボ

ランティア組織が地域の中でさらに重要になる

と考えてございます。今後は、運営組織がない

地域におきまして、ミニデイサービス事業へ参

加できるような事業展開、支援を検討してまい

りたいと考えてございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 本当に活発になされ

ていることが、今、健康課長のお話でわかりま

した。本当に皆さん一生懸命なされていて、支

えていく人たち、本当に一生懸命毎回なされて

いることは私も感じております。 

 地域によって活動内容は異なると思いますけ

ど、例えば老齢化によりまして、公民館まで来

れなくなったとかいう人もいると思いますが、

そのような地域で支えていく中で、皆さんから

悩み事などは健康課長のほうでお聞きしている

でしょうか、お伺いいたします。 

○梅津善之委員長 小林克人健康課長。 

○小林克人健康課長 ミニデイサービスでござい

ますが、65歳以上の介護を要しない高齢者の健

康維持、社会参加、交流の場として、地域の状

況に応じまして、協力員の皆様が自主的に活動

計画を立ててさまざまな事業を展開していただ

いておるものでございます。 

 参加者からのご感想でございますが、心も体

も爽やかになり、とても楽しい。お茶飲み友達

が新しくできた。家でも運動するようになった

等のお声をいただいておりまして、ミニデイサ

ービスが順調に運営されているものと認識して

おるところでございます。 

 一方、協力員との情報交換会の中におきまし

て、新規会員、若い方が加入してこない。ずっ

と同じメンバーである。協力員や役員の後継者

がいないというお声もいただいており、課題も

見えてきたところでございます。 

 工夫して取り組んでおられるミニデイサービ

スにおかれましては、地区役員が必ず協力員に

なるよう引き継がれておったり、近所の会員や

親しい方が声がけをして勧誘していただいたり、

チラシを作成して会員募集の回覧を行っている

ところもございますので、そういったところを
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参考にしながら、市としても対応策を検討して

まいりたいというふうに思います。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

した。 

 65歳以上の健康な方とおっしゃったとしても、

やはり足の悪い方もかなりいらっしゃいまして、

苦慮しているところがあると私は思っておりま

す。 

 例えば課長からお話がありましたので、３番

目の質問については、これからミニデイサービ

スを存続していくためには、手段などはどのよ

うに考えているかというのをお聞きしたいので

すが、改めてお聞きしてもよろしいですか。課

長、お願いします。 

○梅津善之委員長 小林克人健康課長。 

○小林克人健康課長 ただいまの質問と重複、若

干しますが、ちょっと経過等をお話しさせてい

ただきたいというふうに思います。 

 鈴木委員おっしゃいますとおり、ミニデイサ

ービス事業の存続につきましては、大きな課題

というふうに捉えてございます。現在、活動団

体、32団体でございますが、この事業が始まっ

て以来、幾つかの団体が活動を休止しておりま

す。理由をお聞きしたところ、会員全体の高齢

化により参加者が減少しまして、事業として成

り立たなくなったこと、会の運営を担う人材が

育たなかったということでございます。新しい

会員が入り、会の活動が活発になりますと、人

材の交流もスムーズに進みますが、新しい会員

が入ってこない現状では、世代交代が進まない

ため、設立から頑張ってこられた役員の方々が

引退するタイミングで活動休止になってしまう

ということでございます。 

 これらを防ぐためには、これまで参加してこ

なかった地域の方々への参加を促すことが重要

になりますので、会員の皆様から周囲の方々へ

のお声がけを続けていただくとともに、各地区

に参加を呼びかけるお知らせを回覧していただ

いたり、また、市報やおらんだラジオ等での情

報提供の回数をふやしたり、また、各地区コミ

ュニティセンターとの連携のほうを模索しなが

ら、市といたしましても対応を講じてまいりた

いというふうに考えてございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

した。大切な事業でありまして、これは継続し

ていかなくてはいけないとは思いますが、やっ

ぱり大きな課題があるなということを、今、健

康課長からお聞きしたところです。 

 来年度の予算の中の介護保険特別会計、一般

介護予防事業費の中にミニデイサービスの事業

委託料として808万9,000円の予算が計上されて

おりますが、単純に32カ所で割りますと、１カ

所につき25万円ぐらい、１カ月ごとに活動する

とすれば月２万円ぐらいとなっておりますが、

例えばこれから車を手配したりすれば、この予

算で妥当なのかどうか、健康課長にお伺いいた

します。 

○梅津善之委員長 小林克人健康課長。 

○小林克人健康課長 この委託料808万9,000円で

ございますが、内訳といたしまして、ミニデイ

サービス32団体への委託料608万円のほかに、

月１回、市でミニデイサービスさんのほうへ出

向きまして実施してございます健康相談事業の

委託料も含めてございます。 

 それで、ご質問のミニデイサービス各団体へ

の委託料につきましては、会場借り上げ料、暖

房費、電気代、講師謝礼等として、１団体19万

円を基本といたしまして、開催日数等を勘案し

て決めておるところでございます。 

 なお、弁当代や研修先の入館料等につきまし

ては、参加者の実費負担をお願いしているとこ

ろでございます。 

 この財源につきまして、ちょっと説明させて

いただきたいのですが、介護保険特別会計の歳
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入といたしまして、支払基金交付金、これは40

歳から64歳までの第２号被保険者の保険料でご

ざいますが、27％、介護保険料が23％、これに

加えまして、国庫支出金25％、県支出金12.5％、

一般会計繰入金が12.5％ということで計上して

いるところでございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

す。いろんなご苦労なされて予算を組まれてい

るということがわかりました。 

 それで、やはりお金の問題ではないとは思う

んですが、いろんな工夫をして、これからミニ

デイサービスを継続していくことも必要かなと

思っておりますので、これから質問させていた

だきますことにあわせて、後でお願いしたいと

思います。 

 昨年の11月ですが、支え合いの地域づくりフ

ォーラムということで福祉あんしん課のほうで

開催されたフォーラムですが、その中で、長井

駅前通り推進会議と上伊佐沢福祉活動推進会議

の代表の方より事例発表がありました。やっぱ

り皆様が集まっていろんな楽しいことをなさっ

ているとのことでしたが、どちらもすばらしい

活動をなさっておられました。私たちの地域で

も、小さい集まりだったので、できるのではな

いかななどと考えましたが、このフォーラムを

開催した意図について、福祉あんしん課長にお

聞きしたいと思います。 

○梅津善之委員長 梅津義徳福祉あんしん課長。 

○梅津義徳福祉あんしん課長 お答えをいたしま

す。 

 高齢になっても住みなれた地域で暮らすため

には、公的な医療や介護のサービスだけではな

く、地域の支え合いによる介護予防や生活支援

サービスが今後必要になると考えております。

こういった取り組みについて、県内、全国的に

も成功事例が多く見られておりまして、委員か

らご紹介のあったとおり、長井市内でも取り組

まれている団体がございます。 

 ご質問の支え合いの地域づくりフォーラム開

催の意図でございますが、住民主体の支え合い

の地域づくりの必要性を周知しながら、支え合

いの地域づくりを広く市全体に広めていくため

の第一歩として開催をさせていただきました。

そのため、地域での助け合い活動の取り組みを

支援しているさわやか福祉財団から講師をお呼

びし、支え合い活動の必要性や先進的な取り組

み事例を紹介していただき、また、先ほどご紹

介あった団体の方からは活動の様子や立ち上げ

の思いなどを紹介していただきました。 

 その後の次のステップとして、12月から２月

にかけて、支え合いの地域づくり担い手養成講

座を開催させていただきました。ご案内を全戸

配布し、結果として支え合いの地域づくりフォ

ーラムに参加された方や関心のある方37名にご

参加をいただきました。その講座では、地域ニ

ーズの把握の仕方や立ち上げのための計画づく

りなどを学んでいただきました。我々の予想以

上に興味、関心のある方が多くいらっしゃいま

したので、今後、実際の活動につながるように、

引き続き支援していきたいと考えております。 

 また、今後も支え合いの地域づくりについて

周知をしながら、コミュニティセンターへの働

きかけや関心のある方の掘り起こし、支援など

を継続したいと考えているところです。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 私も事例発表をお聞

きしましたら、本当に昔のお茶飲みに返ったの

かなと思うような地域の支え合いだったりした

ので、課長おっしゃるように、いろんな方に話

を聞いていただいたということは一歩進んだの

ではないかなと思っております。 

 先ほどミニデイサービスの話をさせていただ

きましたが、ミニデイサービスと支え合いの地

域づくりとはどのように関連づけていくのか、

その辺について、福祉あんしん課長にお聞きし
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たいと思います。 

○梅津善之委員長 梅津義徳福祉あんしん課長。 

○梅津義徳福祉あんしん課長 お答えをいたしま

す。 

 長井市の高齢者の居場所や健康づくりのため

の事業を時代に先駆けてミニデイサービスとい

う名称でこれまで行っていただき、ミニデイサ

ービスもつまりは地域の支え合いの事業の一つ

という認識を持っております。 

 先ほど健康課長から答弁ありましたように、

ミニデイサービスや健康づくりや生きがいづく

りを目的として、各団体ごとに工夫を凝らして

取り組んでいただいております。それらの取り

組みは大変重要なことでございますが、今後の

高齢化などを考えた場合に、例えば買い物や見

守りなどのいろいろな生活面での支援が必要に

なり、地域で生活するためにお互いが支えると

いうことの必要性から、支え合いの地域づくり

事業を推進したいというふうに考えております。 

 ミニデイサービスが現在ある地区にとっては、

ミニデイサービスに大きな役割を果たしていた

だいておりますので、今後も継続をしていただ

きながら、必要な生活支援については、ミニデ

イサービスでも、またはミニデイサービス以外

の例えばコミュニティセンターなどが中心にな

って、住民主体の支え合いの地域づくりとして

住民の皆さんに取り組んでいただければと考え

ているところでございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ぜひ長井市内に広が

っていけばいいなと思います。 

 例えばそうやって小さいながらにあっちとこ

っちとかでいろいろできた場合ですが、市とし

て予算的に補助していく考えはあるのかどうか、

福祉あんしん課長にお聞きいたします。 

○梅津善之委員長 梅津義徳福祉あんしん課長。 

○梅津義徳福祉あんしん課長 お答えをいたしま

す。 

 先ほど健康課長から特別会計予算の説明がご

ざいましたが、その中で、運営のお手伝いがで

きる金額を準備させていただいているところで

す。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ぜひ、少しずつです

が、やはり支えていくための手だてとして、両

方とも生きるような形で進めていっていただき

たいと思います。 

 最後に市長にお聞きいたしますが、ミニデイ

サービスや支え合いの地域づくりといった本当

に高齢者をサポートしていく活動が求められる

と思いますが、地域との連携が今まで以上に必

要になると思いますが、市長のお考えをお聞き

したいと思います。 

○梅津善之委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 先ほど来、健康課長あるいは福

祉あんしん課長から話がありましたように、こ

れから、高齢者、どんどんふえてまいります。

昨年の４月１日で高齢化率が34.6ということな

んですが、今後10年ぐらいまでは上がり続ける

のかなというふうに思っております。そんな中

で、やっぱり課題は、鈴木委員がおっしゃった

ように、お年寄りの方の居場所づくりとか、あ

るいは生きがい、社会参加の機会をどうつくる

か、また、生活面では買い物とか、あるいは認

知症に近づいている方などの見守りなどの課題

もあるかと思います。 

 それで、先ほど委員からもありましたけども、

ミニデイサービス、32カ所、今やっていただい

ていると。それで、登録されている方が1,444

名ということなんですが、去年の敬老会のとき

のデータですと、ざっと65歳以上の方が9,000

名ぐらいいらっしゃるわけですね。75歳以上、

数えで76歳以上ですか、その方だけでも約

5,000名いらっしゃるわけですから、ミニデイ

サービス登録されている方は1,444名と、登録

だけでも３分の１満たないということでありま
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して、したがって、先ほど来ありましたように、

支え合いの地域づくりのフォーラムは私も参加

させてもらって、全国で、非常に地域ぐるみで、

そういった活動をしようという意識の高い人た

ちがたくさんいらっしゃって、仲間とそういっ

たグループをつくっていろいろボランティア活

動なさっていると。長井でも栄町であったり、

あるいは伊佐沢などでもそういう動きがあるん

ですけれども、一方で、委員おっしゃるように、

全体として参加したい人、あるいは何らかの形

で居場所をつくるというのは行政としてやっぱ

りしっかりと対応していきたいと思っておりま

す。ただし、健康課や福祉あんしん課だけでは

できない。ミニデイサービスも多分これ以上後

継者不足などでふえないだろうと。やっぱりそ

ういったいろいろ支え合いの地域づくりに携わ

ってくださるグループ、小グループというのも、

これはこれでありがたいと。ただ、それでも多

分、何らかの形でミニデイサービス参加したい

んだけども、そこに参加できない、あるいは地

域にそういったものがないという方たちもたく

さん出てしまっている状況だと思ってます。 

 したがいまして、今後は、従来の今まで頑張

ってきた健康課やら福祉あんしん課、またそれ

ぞれのＮＰＯとか団体の方々に加えて、社会福

祉協議会と、あとはやっぱり一番はコミュニテ

ィセンターなどもかかわって、どういうふうに

して全ての方々が何らかの形でそういった、大

きい組織でも、小グループでも、お茶飲みだけ

でも参加したいといったときに参加できるよう

な仕組みをどうつくっていくかということが大

切だと思っております。したがいまして、今後

は、福祉あんしん課あるいは健康課に加えて、

コミュニティセンターですから、市でいえば地

域づくり推進課、あとはやっぱり歩けなくなっ

てしまうともうどうしようもないわけですので、

教育委員会の生涯スポーツ課、そしてまた、い

ろんな楽しみ方、人生を豊かにするには文化生

涯学習課など、とにかくそういう意味では市ぐ

るみなんですね。そんな体制をやっぱりつくっ

ていくように、なかなか一朝一夕ではできませ

んけども、いろいろ皆様からご協力あるいはご

提言いただきながら、こういったことを進めて

いきたいなという認識でおります。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 市長が今おっしゃっ

たように、65歳以上といえば本当、人ごとでは

ないなと思っているところです。子育てについ

てはもうずっとつながっていますが、やっぱり

高齢化社会に対してはまだまだ弱いところがあ

るのではないかと思っております。新庁舎にな

ったら課も近くなるので、ぜひ横のつながりを、

横と縦軸をしっかりとしていただいて、私たち

もまだまだ本当は支えていく年齢で頑張りたい

と思いますので、ぜひ市長にも力を入れていた

だきたいと思います。ありがとうございます。 

 次の２番目に入らせていただきます。 

 オリンピック・パラリンピックがいよいよ始

まるわけですが、早く新型コロナウイルスが終

息に向かわないとちょっと不安なところがあり

ます。私はずっとオリパラについて質問させて

いただきました。これで最後の質問かなと思い

ながら質問をさせていただきますが、大会が成

功することをお祈りして、ホストタウンとして

の長井市の今までの交流の成果と選手団の活躍

に期待したいと思います。 

 タンザニア連合共和国の選手団はマラソンラ

ンナーでありまして、練習には当然置賜生涯プ

ラザ付近での練習になると思っております。こ

としは暖冬、少雪により、運動公園の植物や芝

に影響があったのではないかと思っております。 

 初めに、生涯学習プラザ運動公園施設管理運

営事業の中の緑地維持管理業務委託をしている

わけですが、昨年の夏、猛暑に見舞われました。

それによって特に苦労したことは何でしょうか。

生涯スポーツ課長にお聞きしたいと思います。 
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○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 昨年の夏、苦労したということでありますが、

昨年の夏も暑い日が続きました。また、７月、

８月の２カ月間の雨が降った日ですが、私の記

憶では五、六日だったのかと記憶してます。ま

た、まとまった雨も降っていません。このよう

な天候によりまして、芝への散水をほぼ毎日行

い、芝の管理を行ってきたところでした。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 いろんなご苦労があ

るんですが、予算の中に1,500万円ほど緑地維

持管理業務委託の予算、上がっているわけです

が、今冬の少雪を踏まえて積算をしたと思いま

すが、詳しい内容等について、スポーツ課長に

お聞きしたいと思います。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 まず初めに、今冬

の少雪を踏まえて令和２年度の予算を積算した

と思いますがということでありますが、少雪と

か大雪に関係なく、例年どおりの積算方法で積

算しておるところです。 

 あと緑地維持管理業務委託料の概要でありま

すが、陸上競技場部分は芝生の維持管理であり

まして、7,420平方メートル、プラザ運動公園

多目的広場の芝生の維持管理及び樹木管理につ

いてですが、２万8,480平方メートルでありま

す。 

 芝生の管理については、芝刈り込み、張りか

え、施肥、殺虫剤、殺菌剤、除草剤の散布、目

土散布、散水工、人力除草等で管理を行ってお

ります。また、樹木の管理につきましては、高

木、低木の施肥、病害虫防除、高木、低木施肥、

雪囲い撤去、枝葉等の処分、植栽かん水、人力

での除草等であります。このような内容が委託

業務の概要でございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 やっぱり芝生の管理

は大変ですね。それは仕方ないと思いますが、

樹木の管理の中で、枝の剪定とか、枯れ葉落ち

たとか、そういったのは毎年行うんでしょうか。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 状況を見まして行

っていただいております。 

 また、枯れ葉とかの処理等も委託料に含んで

おるところです。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ことしは本当さっき

言いました少雪でしたので、結構運動公園も皆

さん遊んだりしていたのではないかなと思いま

すが、冬期間の陸上競技場の使用はあったのか

どうか、生涯スポーツ課長にお聞きいたします。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 今回の暖冬、雪不

足によりまして、陸上競技場を団体、個人で利

用する人はおりました。昨年の12月から２月ま

での利用者数ですが、平日については個人での

利用が週３人ほどおりました。また、土曜、日

曜になりますと、市内及び米沢の高等学校の生

徒やスポーツ少年団など、平均ですが、１日30

名ほどの利用があり、この12月から２月までの

３カ月間で約800人の利用があったところです。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 やはり陸上競技場が

あると、雪もないことから使用するということ

はすばらしいことだなと思います。夜間も使用

したのでしょうか。生涯スポーツ課長にお聞き

します。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 12月から３月の冬期間についてですが、照明

の点灯は行っていませんので、利用はございま

せん。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

す。 
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 それでは、オリパラのほうに入りたいんです

が、タンザニア連合共和国の選手団の合宿や練

習などで陸上競技場を使用する予定はございま

すか。生涯スポーツ課長にお聞きいたします。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 お答えいたします。 

 ４月２日から12日までの間、タンザニア連合

共和国よりタンザニアのオリンピック委員会会

長を初め11名の方が長井市に来市される予定で

あります。うち３名のオリンピック候補選手も

お見えになりますので、この３名の方が陸上競

技場で練習を行う予定であります。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 そうしますと、この

間、文教常任委員会で拝見いたしましたが、合

宿場というか、プラザの施設は利用になる予定

はありますでしょうか。お泊まりはどの辺にな

るのか、生涯スポーツ課長にお聞きします。 

○梅津善之委員長 金田文明生涯スポーツ課長。 

○金田文明生涯スポーツ課長 プラザでは合宿し

ませんで、タスでとお聞きしております。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 わかりました。 

 それでは、オリンピック・パラリンピックホ

ストタウン事業の予算の中に旅費として1,162

万2,000円が計上されておりましたが、合宿費

用等を含んでいるのか、また、何人分の旅費を

計上しているのかを総合政策課長にお聞きいた

します。 

○梅津善之委員長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 まず、普通旅費の1,162万2,000円の内訳につ

いて申し上げますと、このうちホストタウンで

あるタンザニア連合共和国とリヒテンシュタイ

ン公国の選手やコーチ、あと政府関係者などに

係る金額は863万8,000円を計上しております。

それ以外の金額は、内閣官房のオリパラ事務局

に派遣している職員や総合政策の職員、あと関

係者のいわゆる旅費になっております。また、

この863万8,000円には事前合宿等に係る旅費及

びタンザニア選手団の長井マラソン参加のため

の旅費も含んでございます。 

 ご質問の合宿費用を含んでいるのか、また、

何人分の旅費を計上しているかについてでござ

いますが、旅費でございますので、いわゆる飛

行機の運賃と、あと宿泊費、タスのところを今

想定しておりますが、そこの宿泊費がこの中に

含まれてございます。人数につきましては、概

算で20人分を計上してございます。 

 なお、先ほど生涯スポーツ課長からもありま

したが、４月中にタンザニア連合共和国、あと

もう一方のリヒテンシュタイン公国の事前合宿

がそれぞれ予定されてございます。そのうちタ

ンザニアでございますが、４月２日から12日ま

での11日間の日程で、タンザニアオリンピック

委員会から陸上選手と柔道選手の事前合宿につ

いて打診がございまして、オリンピック委員会

のグラム会長、今回、長井に初めて来るわけで

すけども、初め総勢11人、内訳が、陸上の選手

が３人、柔道の選手が３人、タンザニアオリン

ピック委員会の関係者、会長を初め３人、陸上

コーチ１人、柔道コーチ１名が長井市においで

になり、生涯学習プラザの陸上競技場や、あと

武道館では長井市の柔道会と連携して練習を行

う予定でございます。 

 また、リヒテンシュタインにつきましては、

アーティスティックスイミングのデュエットチ

ームがオリンピックに出れるかどうかというち

ょっと瀬戸際でございますが、これもリヒテン

シュタインのオリンピック委員会から打診があ

り、コーチ１人と女性の選手２人でございます

が、来日予定です。東京都の有明にある東京ア

クアティクスセンターで４月の30日から５月３

日に開催されるＦＩＮＡ（国際水泳連盟）アー

ティスティックスイミングオリンピック競技大

会の最終の予選のトーナメント2020というのが
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ございますが、それに出場し、オリンピックの

出場権獲得を目指すため、日本に来て練習をし

たいということでございました。ただ、アーテ

ィスティックスイミングにつきましては、長井

市には練習できるプールがないもんですから、

今のところ、福島県郡山市の郡山しんきん開成

山プールで練習を行いますが、４月の今のとこ

ろ19日に長井市を訪問して交流事業を行うこと

で、今、協議を進めてございます。 

 なお、リヒテンシュタインのほうについては、

会場の使用料とか旅費については、ほぼリヒテ

ンシュタインのほうで負担するということで今

のところ話を、ただ、長井市のほうに郡山から

来る費用とか、そういうのは長井市のほうで負

担するということで協議を進めてございます。 

 いずれも市民の皆様と交流していただく事業

を計画しております。詳細が決まりましたら

「広報ながい」や市のホームページでお知らせ

したいと考えております。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

す。 

 ４月といえばもうじきなんですけど、このコ

ロナウイルス感染症が本当おさまらないとどう

にもならないような気もしますが、ぜひ長井市

に訪問していただいて、合宿なり、頑張ってい

ただきたいと思います。 

 それから、７月31日から８月２日にかけて、

国際交流の歓迎イベントの予定があるとお聞き

してますが、今わかる段階で、どんなイベント

内容なのか、総合政策課長にお聞きいたします。 

○梅津善之委員長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 お答えいたします。 

 長井の地から2020東京オリンピック・パラリ

ンピックを盛り上げるとともに、このイベント

を通じまして、ホストタウン相手国及び姉妹都

市等と相互理解を深め、市民及び特に青少年の

皆様の交流を図ることを目的に、国際交流イベ

ントを委員からご案内のとおり７月31日から８

月２日の日程で開催することを計画してござい

ます。 

 このイベントには、ホストタウンのタンザニ

アの皆様、リヒテンシュタイン公国の皆様でオ

リンピックに出場する選手やコーチ、役員のほ

か、海外の姉妹都市でありますドイツのバート

ゼッキンゲン市及びバートゼッキンゲン市の姉

妹都市でありますオーストリアのプルカースド

ルフ市、スイスのグラールスノルド市、フラン

スのサナリーシュルメール市、イタリアのサン

テラモインコーレ市や中国の友好都市、双鴨山

市の皆様をお迎えするため、招待状をお送りし

てございます。このイベントでは、特に市内の

小中学校の児童生徒の皆さんにかかわっていた

だき、長井の次世代を担う青少年の方々に国際

感覚を磨いていただくとともに、本市の魅力を

発信していただきたいと考えてございます。 

 詳細につきましては、市内の各分野の60人ほ

どの皆様にお集まりいただいております長井市

ホストタウン事業国際交流イベント実行委員会

でご意見をいただきながら検討してまいりたい

と思いますが、現時点での大まかな内容をご説

明させていただきます。 

 ７月31日には、市民文化会館やタスを会場に

歓迎レセプション、あと参加いただいておりま

す都市の皆様からのいわゆるお国自慢のような

もの、あと、市民文化会館のオープニングのイ

ベントの一環として、山形交響楽団と長井市大

町出身で現在ウィーン在住のソプラノ歌手、梅

津碧さんのコンサート、あと長井の市民の有志

の方で結成するリヒテンシュタイン合唱団の演

奏会や、あと、夜には市民の皆様や長井在住の

いわゆる海外の出身者の方にも気軽に参加いた

だけるような盆踊り大会などを行いたいと検討

してございます。なお、今回、山形交響楽団の

指揮団でございますが、総監督を務める飯森範

親さんが行ってくれるということで、今、調整
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中でございます。 

 あと、次の日の８月１日の土曜日でございま

すが、市内のアクティビティーの日として、長

井ダムの水陸両用バスの遊覧やフラワー長井線

のビール列車、長井の黒べこを堪能していただ

くお昼ご飯とか、あと、ながい水まつりの日で

すので、その視察、あと夜の最上川花火大会の

鑑賞などとともに、あと夜は、ぜひ長井の町に

花火大会が終わった後、繰り出していただきた

いなというふうに考えてございます。 

 あと、最終日の８月２日の日曜日は、文化交

流の日ということで、文教の杜周辺で日本文化

の体験を中心に事業を計画してございます。長

井の南中や北中の生徒が大田区で行っているあ

やめんごやだがしや楽校のように地場産品を紹

介、販売するブースを商店街の皆様などととも

に設けながら、日本の縁日の様子を体験してい

ただきたいなと考えてございます。また、黒獅

子舞の披露や日本文化である茶道、華道、書道

などの体験、美術館めぐりなどの文化交流など

も行いたいと、今、検討しているところでござ

います。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ありがとうございま

す。 

 本当盛りだくさんで、ちょっとできるか心配

ですが、予算的には大丈夫なんでしょうか。総

合政策課長にお聞きします。 

○梅津善之委員長 竹田利弘総合政策課長。 

○竹田利弘総合政策課長 予算につきましては、

心のまちづくり基金のほうから申請をするとい

うことで、今、委員の方ともちょっと相談して

いるところでございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 本当、オリンピッ

ク・パラリンピックの最終年でありますので、

ぜひこの締めくくりとしてしっかりやっていか

なくてはいけないなと思います。子供たちの交

流ももちろんですけども、市民の皆さんも一緒

に参加できるイベントになればいいなと思って

おります。限られた予算ではあると思いますが、

知恵を絞ってイベントをしなくてはいけないと

思いますけども、市長のお考えを最後にお聞き

したいと思います。 

○梅津善之委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 鈴木委員おっしゃるように、や

っぱり一部の市民の方だけじゃなくて、ぜひ交

流会含めてこの３日間で外国の方々と交流した

いという方、全ての方が参加できるようなイベ

ントにしたいというふうに考えております。 

 昨年の12月に準備会を立ち上げて、実は３月

の初めぐらいから、それぞれの分科会とか、具

体的に活動してもらおうと、準備してもらおう

と思ってたんですが、今回の新型肺炎、コロナ

ウイルスの関係で、これちょっとおくれている

なというふうに思って、また、先ほど来、総合

政策課長のほうからありましたように、４月、

５月にタンザニアあるいはリヒテンシュタイン

のほうから選手を送りたいということで随分前

に連絡いただいているんですが、これらも正直

なところ、準備はきちんとしなきゃいけないん

ですが、ちょっと不安なところがあります。た

だ、私どもは、やっぱりまだ国の、日本のオリ

ンピック委員会、７月24日に向けてちゃんと準

備を進めていこうということでございますので、

私どもも準備をしていかなきゃいけないと思っ

ております。その場合に課題になるのが、集ま

りがなかなかしにくいので、果たしてこのまま

間に合うのかなという不安がありますし、あと、

海外のほうとも多分不安で検討されているんじ

ゃないかなというふうに、ちょっとそこがひっ

かかるところであります。 

 ただ、私どもとしては、まず近いうちにはっ

きり多分このままやるのか、あるいは、中止と

いう選択肢はないような雰囲気になっておりま

すので、場合によっては延期というふうになる
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かもしれませんけれども、その際には、市民の

各層といろいろ交流するには、私ども、ただ歓

迎じゃなくて、いらした方々からもそれぞれの

国の文化、歌とか芸能とか、芸能って言わない

ですね。そういうものをぜひご披露いただいて、

私どもも子供たちのみならず、できればやっぱ

り６つのコミュニティセンターの方々にもお手

伝いいただきながら、役割をきちっとお願いし

て、そして市全体でこの３日間、交流し、それ

が私どもの東京オリパラの、子供たちだけじゃ

なくて、市民へのレガシーとなるような、そん

な国際交流のまずは本格的なスタートにしたい

なと考えているところでございます。 

○梅津善之委員長 10番、鈴木富美子委員。 

○１０番 鈴木富美子委員 ぜひ多くの市民を巻

き込んで事業を進めていってほしいと思います。

今、世の中の情勢がわからない限り、前へ進め

ない状態ですけども、市全体が疲弊しないよう

に、何とか私たちも力を入れて、できることか

らみんなでやっていけたらいいと思います。 

 これで質問を終わります。ありがとうござい

ました。 

○梅津善之委員長 ここで暫時休憩いたします。

再開は午後３時20分といたします。 

 

 

   午後 ２時５６分 休憩 

   午後 ３時２０分 再開 

 

 

○梅津善之委員長 休憩前に復し会議を再開いた

します。 

 予算総括質疑を続行いたします。 

 

 

 浅野敏明委員の総括質疑 

 

 

○梅津善之委員長 順位１番、議席番号７番、浅

野敏明委員。 

○７番 浅野敏明委員 お疲れのところでござい

ますが、本日の多分最後になるかと思いますの

で、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 １番目の質問は、オンライン利用の促進につ

いてご質問をいたします。 

 令和２年度歳出予算、２款１項６目、008地

方創生推進事業では、令和２年度からの第２期

総合戦略の策定とデジタル専門人材派遣事業に

ついて計上されていますので、関連としてオン

ライン利用促進についてご質問をいたします。 

 国は、「経済財政運営と改革の基本方針2019

～「令和」新時代：「Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0」へ

の挑戦～」として令和元年６月に閣議決定され

ました。その中で、人口減少や少子高齢化が進

行する中にあっても、直面するさまざまな問題

を克服し、さらにはピンチをチャンスに変えて

いく、その大きなパラダイムシフト、今までの

考え方や価値観が180度変わることを指します。

の鍵となるのがデジタル化を原動力としたソサ

エティー5.0の実現であるとしています。ソサ

エティー5.0で実現する社会は、ＩｏＴ、あら

ゆるものがインターネットにつながり、データ

を送受信して情報を受け取ったり、遠隔地から

機器を操作したり、いろいろなサービスを受け

たりすることができる社会をいいます。で全て

の人と物がつながり、さまざまな知識や情報が

共有され、今までにない新たな価値を生み出す

ことで、これらの課題や困難を克服します。ま

た、ＡＩ、人工知能により、必要な情報が必要

なときに提供されるようになり、ロボットや自

動走行車などの技術で少子高齢化、地方の過疎

化、貧富の格差などの課題が克服されるとして

います。 

 令和２年度の施政方針においては、国の政策

でもあるソサエティー5.0の実現を目指し、人

口減少に対応できる社会づくりとして、ソサエ


